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病床機能報告について

病床機能報告制度とは、医療法第30条の13に基づき、昨年度から始まった制度で、
各病棟の病床が担う医療機能やその他具体的な項目について報告するもの。
（一般病床・療養病床を有する病院・有床診療所が対象）

今年度の病床機能報告については、厚生労働省のホームページをご覧ください。
☞ http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000055891.html

厚労省ホームページトップ→政策について→分野別の政策一覧→健康・医療→医療→病床機能報告
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病床機能報告の結果の公表について

昨年度の病床機能報告の結果を、富山県のホームページで公表
☞ http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1204/kj00015649.html

富山県ホームページトップ→組織から探す→医務課→富山県における医療機能ごとの病床の現状



【富山県】2014年病床機能報告における機能別病床分布

いわゆる「ワイングラス型」
急性期が多く、回復期が少ない。
慢性期は再び多くなる。

高度急性期
1,564床

急性期
6,097床

回復期
632床

慢性期
5,342床

（2014年病床機能報告結果より（無回答250床を除く））

高度急性期機能

急性期の患者に対し、状態の早期安定化に向け
て、診療密度が特に高い医療を提供する機能

急性期機能

急性期の患者に対し、状態の早期安定化に向け
て、医療を提供する機能

回復期機能

○急性期を経過した患者への在宅復帰に向けた
医療やリハビリテーションを提供する機能
○特に、急性期を経過した脳血管疾患や大腿骨
頚部骨折の患者に対し、ＡＤＬの向上や在宅復
帰を目的としたリハビリテーションを集中的に
提供する機能（回復期リハビリテーション機
能）

慢性期機能

○長期にわたり療養が必要な患者を入院させる
機能
○長期にわたり療養が必要な重度の障害者（重
度の意識障害を含む）、筋ジストロフィー患者
又は難病患者等を入院させる機能

（厚労省ＨＰ「病床機能報告」より）

4



【富山県】2025年度必要病床数推計値の機能別病床分布

いわゆる「ヤクルト型」
急性期が最も多く、次いで、回復期、慢性期の順となる。

高度急性期
929床

急性期
3,254床

回復期
2,724床

慢性期
2,642床

（国推計ツールより）
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医療機関所在地ベース
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【富山県】機能別病床分布数の比較

高度急性期
1,564床

急性期
6,097床

回復期
632床

慢性期
5,342床

高度急性期
929床

急性期
3,254床

回復期
2,724床

慢性期
2,642床

△635床

△2,843床

2,092床

△2,700床

【2014年】 計13,617床
病床機能報告結果

【2025年】 計9,549床
国による必要病床数推計結果

計▲4,086床
増減
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【富山県】機能別病床分布数の比較（慢性期以外）

2013年度医療需要 2013年度必要病床数 2025年度必要病床数
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【富山県】機能別病床分布数の比較（慢性期）
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病床機能報告による病床数と2025年必要病床数推計値の差

（単位：床）

富山県全体で、約4,336床が過剰となる。（約▲31％）
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新川 富山 高岡 砺波 計

許可病床数 1,886 7,076 3,428 1,865 14,255

2014年
病床機能報告

（A）
1,780 6,983 3,357 1,765 13,885

2025年
推計値
（B）

1,209 4,912 2,391 1,037 9,549

差（B-A） ▲ 571 ▲ 2,071 ▲ 966 ▲ 728 ▲ 4,336

※2014年病床機能報告については、病床機能が無回答だった病床数を含めているため、前頁と数値が一致しない。



回復期病床への転換支援策

• 転換に要する改修経費を補助し、一般病床等から地域包括ケア

病床への転換を促進する。

地域包括ケア病床転換支援事業

• 転換に要する改修経費を補助し、一般病床等から回復期リハビ

リテーション病床への転換を促進する。

回復期リハビリテーション病床転換支援事業

• 更なる回復期病床への転換支援策を検討

更なる支援策拡充を検討
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